
  

表
紙・タ
イ
ト
ル
写
真

あ
と
が
き

洲
本
実
業
高
校
美
術
部
に
よ
る

く
に
う
み
の
里
納
涼
祭
で
設
置
す
る

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の
制
作
風
景

慶
事

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〜
末
永
く
お
幸
せ
に
〜

　
●
２
月
14
日
　
五
色
精
光
園

　
　
　
支
援
員
　
樽
井
　
友
宏
さ
ん

　
　
　
支
援
員
　
笹
山
　
真
歩
さ
ん

　
暑
い
と
、あ
ー
つ
い
言
っ
ち
ゃ
う
！

　
夏
の
暑
さ
に
も
う
あ
き
あ
き
し
て
い
た
の

で
、秋
が
き
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。引
き
続
き

水
分
補
給
は
欠
か
さ
ず
に
、皆
さ
ま
も
楽
し

く
て
美
味
し
い
秋
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
次
号
は
事
業
団
設
立
60
周
年
を
記
念
し

て
特
別
号
を
発
行
し
ま
す
。お
楽
し
み
に
！ふ

く

￥650
営業時間 ８：００～１６：３０
（ラストオーダー１６：００）
モーニングは８：００～１１：００の
ご提供となります

キーマカレー

（税込）
ご予約はホームページまたはお電話からお願いします。
皆さまのお越しをスタッフ一同お待ちしております！

かにコース １泊２日

¥15,950～
［消費税・入浴税込］

赤穂精華園やまびこ寮内の洋菓子
工房で製造し、ラッピングカーと常
設箇所を中心に販売を行っており
ます。コッペパンの新作商品を発売
中です。

インスタグラム
＠honoka_ako

1本
450円（税込）

ひき肉と15種類の具材がたっぷり
入った楽しい食感のカレーです。

浜坂の冬の風物詩
「松葉ガニ」
まもなく解禁！！

〒669-6702 兵庫県美方郡新温泉町浜坂775
TEL（0796）82-3645　FAX(0796)82-3647

〒673-0534 兵庫県三木市緑が丘町本町２丁目３
ＴＥＬ ０７９４-８４-１０１４（カーナビ設定：０７９４－８５－８７９１）

実施時期 ： 令和６年11月26日（火）
会　　場 ： 西明石キャッスルプラザ
　　　　　（明石市松の内2-2）
　第一部　オープニングセレモニー、
　　　　　各種表彰の贈呈 等
　第二部　●実践報告
　　　　　　事業団障害者施設・高齢者施設に
　　　　　　おける取組について実践報告
　　　　　●基調講演
　　　　　　元パラアスリートによる講演

1  記念式典

2014 2016 2018 2020 2022 2024

●60周年冠つけ事業
施設行事において、「兵庫県社会
福祉事業団設立60周年事業」に
類する冠を掲げて実施。
●60周年PR事業
施設のHPや広報誌において、
「60周年を迎えます。」等の文言
を使用し、PRする。

2  記念事業
これまでの事業団の歩みやこれ
からの未来を描き、新たな歴史
のスタートがイメージできる動
画を制作。今後の採用や広報活
動の一環として活用し、外部へ
のPRや職員のモチベーション
アップに繋げる。

3  記念動画

設立50周年 くにうみの里
開設

やまびこ寮
建替工事完成

くにうみの家
供用開始

新万寿の家
供用開始

出石精和園新成人寮
供用開始

ひまわりの家
供用開始

設立60周年

60th
anniversary
当事業団はおかげさまで、設立60周年を迎えました。

60周年の節目であるこの年に、これまでご支援いただいた皆様への感謝とともに、
今後の事業団が大きく前進する年とするため、以下の事業を展開します。

第181号 2024年（令和6年）10月 （8）

兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団

常
務
理
事
兼

障
害
者
等
事
業
本
部
長

西
村 

嘉
浩

に
し

む
ら

よ
し

ひ
ろ

　
今
年
の
夏
、５
年
ぶ
り
に
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
盆
踊
り
大
会
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。施
設
利

用
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
和
太
鼓
演
奏
、地
域
の

皆
様
も
参
加
さ
れ
た
総
踊
り
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
く
、

会
場
に
は
多
く
の
屋
台
も
立
ち
並
び
、大
変
に
ぎ
や
か

な
盆
踊
り
大
会
と
な
り
ま
し
た
。今
後
、多
く
の
施
設
に

お
か
れ
て
も
、順
次
、恒
例
の
園
祭
や
各
種
行
事
が
行
わ

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、引
き
続
き
、熱
中
症
や
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
対
策
な
ど
、利
用
者
等
の
安
全
確
保
を
図
り
な

が
ら
、地
域
の
皆
様
等
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、今
年
度
か
ら
、新
た
な「
中
期
経
営
方
針
」の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
方
針
に
は
、「
私
た

ち
の
決
意
」と
し
て
、「〝
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
〞、〝
変
わ
ら
ず
に
続
け
て
い
く
こ
と
〞
を
一
人
ひ

と
り
が
主
体
的
に
考
え
、行
動
す
る
」こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
す
。変
化
の
激
し
い
環
境
に
対
応
し
、持
続
可
能

な
法
人
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
は
必
須
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
決
意
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
に
お
い
て
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
考
え
を
出

し
合
い
、職
場
で
の
議
論
を
深
め
て
い
く
、そ
し
て
、行
動

す
る
こ
と
が
決
ま
れ
ば
チ
ー
ム
と
し
て
行
動
す
る
、こ
う

し
た
取
り
組
み
が
効
果
的
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、日
頃
か
ら
、

自
由
に
意
見
を
出
し
合
え
る
、風
通
し
の
良
い
職
場
環

境
が
求
め
ら
れ
ま
す
。是
非
と
も
、職
員
が
や
り
が
い
を

持
ち
、能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
成
長
で
き
る
、「
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
」に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
、兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
は
設
立
60
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。ご
利
用
者
や
ご
家
族
、地
域
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
法
人
を
め
ざ
し
て
、よ
り
一
層
、

専
門
性
の
高
い
医
療・リ
ハ・介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

発行 社会福祉法人 TEL（078）929-5655　FAX（078）929-5688
電子メール info@hwc.or.jp　ホームページ https://www.hwc.or. jp/神戸市西区曙町1070

兵庫県社会福祉事業団
ご けん しゃ かい ふく し じ ぎょうだんひょう

2024年（令和6年）

秋号 第181号

1・・・・・

2・・・・・

3・・・・・
4～5・・・
6～7・・・
8・・・・・

中期経営方針の推進～魅力ある職場づくり～
兵庫県社会福祉事業団
常務理事兼障害者等事業本部長 西村 嘉浩
理事会・評議員会概要／規則等改正の概要について
令和6年度 実践報告・実務研究論文 審査結果
令和６年度「虐待防止研修」
海外研修報告／ペンりれい
特集 私のめざす姿
施設だより
事業団設立60周年事業／あとがき

おかげさまで

60th

にしむら ひろよし

中
期
経
営
方
針
の
推
進

〜
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
〜
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令和６年度「虐待防止研修」
利用者支援における虐待行為並びに不適切行為は、利用者の人権を
侵害する重大な法令違反であり、対人援助サービスを担う職員とし
ては、高い倫理観を持って支援にあたることが重要なことから、法人
全体で虐待防止・人権擁護の取組を強化することを目的に虐待防止
研修を実施しています。令和６年度は下表のとおり実施しています。

虐
待
防
止
研
修

施設長研修

支援課長等研修

「虐待・不適切行為のない組織風土の醸成」

「事業団における虐待防止の取組及び
  職場風土の醸成」

９月３日（火）
13：30～16：30

９月27日（金）
13：30～16：30

10月30日（水）
13：30～16：30

関西福祉大学社会福祉学部 教授　谷口 泰司 氏

社会福祉法人あかりの家 地域支援センターあいあむ
 センター長　濵口 直哉 氏

障害者等事業本部次長 塚本 浩幸
事務局参事（看護師確保・育成担当） 岸 　典子
高齢者事業本部次長兼事務局参事・企画調整課長
 米田 知弘

「虐待・不適切行為の未然防止及び
  発生時の対応における中間管理職の役割」

支援員等研修

研修テーマ 日　時 講　師

（
令
和
六
年
六
月
十
日（
月
） 

事
務
局
第
二
会
議
室
）

一
　議
事

　一
　令
和
五
年
度
事
業
報
告
及
び
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

　二
　令
和
五
年
度
計
算
関
係
書
類
及
び
財
産
目
録
に
つ
い
て

　三
　評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　四
　理
事
候
補
者
に
係
る
定
時
評
議
員
会
へ
の
議
案
提
出
に
つ
い
て

　五
　定
時
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

二
　報
告
事
項

　一
　社
会
福
祉
充
実
残
額
に
つ
い
て

　二
　ガ
バ
ナ
ン
ス
推
進
計
画
に
基
づ
く
取
組
状
況
に
つ
い
て

　三
　令
和
五
年
度
事
故
・
事
件
、苦
情
に
つ
い
て

　四
　令
和
五
年
度
県
・
市
指
導
監
査
指
摘
事
項
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　五
　令
和
五
年
度
寄
附
の
状
況
に
つ
い
て

　六
　理
事
長
専
決
事
項
に
つ
い
て

　七
　兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
60
周
年
事
業
に
つ
い
て

（
令
和
六
年
六
月
二
十
六
日（
水
） 

事
務
局
第
二
会
議
室
）

一
　議
事

　一
　理
事
の
選
任
に
つ
い
て

二
　報
告
事
項

　一
　令
和
五
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　二
　令
和
五
年
度
計
算
書
類（
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
）及

び
財
産
目
録
に
つ
い
て

　三
　社
会
福
祉
充
実
残
額
に
つ
い
て

　四
　ガ
バ
ナ
ン
ス
推
進
計
画
に
基
づ
く
取
組
状
況
に
つ
い
て

　五
　理
事
会
決
議
の
省
略
に
つ
い
て

　六
　社
会
福
祉
法
人
兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
職
員
給
与
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

　七
　令
和
五
年
度
事
故
・
事
件
、苦
情
に
つ
い
て

　八
　令
和
五
年
度
県
・
市
指
導
監
査
指
摘
事
項
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　九
　令
和
五
年
度
寄
附
の
状
況
に
つ
い
て

　十
　兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
60
周
年
事
業
に
つ
い
て

理
事
会
・
評
議
員
会
概
要

第
二
〇
八
回
理
事
会

一
　令
和
六
年
六
月
一
日
施
行

（
一
）職
員
給
与
規
則

　ア
　医
療
福
祉
人
材
に
対
す
る
国
の
賃
上
げ
対
策
を
活
用
し
た

給
料
表
及
び
初
任
給
基
準
額
の
増
額
改
正

　イ
　処
遇
改
善
加
算
の
名
称
変
更
に
伴
う
諸
手
当
の
名
称
や

字
句
の
改
正

（
二
）資
格
手
当
、
職
務
手
当
及
び
業
務
手
当
支
給
規
則

　
　夜
勤
従
事
者
処
遇
改
善
加
算
金
の
名
称
の
改
正

（
三
）一
般
職
職
員
給
与
規
則

　ア
　総
合
職
職
員
に
準
じ
て
給
料
表
等
の
改
正

　イ
　諸
手
当
の
名
称
や
字
句
の
改
正

（
四
）特
別
研
究
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則

給
料
表
の
増
額
改
正

　今
年
度
、全
国
社
会
福
祉
事
業
団
協
議
会
の
第
四
十
七
回
実
践

報
告
・
実
務
研
究
論
文
に
当
法
人
か
ら
二
編
応
募
し
、一
編
が
入

選
し
ま
し
た
。内
容
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

規
則
等
改
正
の
概
要
に
つ
い
て

令
和
六
年
度
定
時
評
議
員
会

万
寿
の
家
　
主
任（
支
援
員
）　
尾
﨑 

悠
亮

三
木
精
愛
園

支
援
課
長
補
佐（
支
援
員
）

山
本 

一
之
さ
ん
で
す
。

お
ざ
き

ゆ
う
す
け

「
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
化
の
す
す
め
」

　
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
と
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
てIoT
家
電
や
デ
バ
イ

ス
を
活
用
し
便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
家
に
す
る
こ
と
。以
前
か
ら

自
宅
で
快
適
に
過
ご
し
た
い
、日
常
的
な
家
事
を
減
ら
し
て
時
間
を
有
効
に

使
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、引
っ
越
し
を
機
に
自
宅
を
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
化
し

ま
し
た
。子
供
を
抱
え
な
が
ら
玄
関
の
鍵
を
開
閉
す
る
と
い
う
手
間
を
省
く

た
め
に
リ
モ
コ
ン
で
開
閉
し
た
り
、ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
活
用
し
声
で
テ

レ
ビ
や
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
、照
明
等
を
付
け
た
り
天
気
や
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
、

外
出
先
か
ら
ス
マ
ホ
で
自
宅
の
エ
ア
コ
ン
を
点
け
部
屋
を
涼
し
く
し
て
お
く
、

等
の
環
境
を
作
り
ま
し
た
。し
か
し
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
化
の
難
点
は
、設
定
に

手
間
取
っ
た
り
思
惑
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。機
器
と

W
iFi

が
同
期
さ
れ
な
い
、ア
プ
リ
の
操
作
や
使
い
方
が
難
し
い
時
が
あ
る
と

い
っ
た
、設
定
面
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
が
現
状
で
す
。と
は

い
え
、自
宅
を
ス
マ
ー
ト
ホ
ー

ム
化
す
る
と
格
段
に
快
適
に

過
ご
す
時
間
が
増
え
、Ｑ
Ｏ

Ｌ
も
向
上
し
ま
し
た
。難
し
い

か
ら
と
敬
遠
す
る
の
で
は
な

く
、ま
ず
は
一
つ
で
も
ス
マ
ー

ト
ホ
ー
ム
化
を
お
勧
め
し
ま

す
。周
り
の
職
員
で
１
人
は
そ

う
い
う
の
に
詳
し
い
方
が
い

る
と
思
う
の
で
、興
味
が
あ

る
方
は
聞
い
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

や
ま
も
と
か
ず
ゆ
き

令
和
六
年
度 

実
践
報
告・実
務
研
究
論
文 

審
査
結
果

審
査
結
果
施
設
名

応
募
者
氏
名

論
文
名

佳　作参加賞

出石精和園あわじ荘

岡本あや子
松岡　和哉
山本　千真
細田　茉希
和田　翔大
川見美紗子
森　かおり

池田　竜也
股野　大樹

海外研修報告

「日課」を「働く」に変える
アラキーコインの力
～コインの次の展開も

見据えた取り組み～

「介護の魅力再発見！！」
～介護の未来への第一歩～

第181号 第181号2024年（令和6年）10月 2024年（令和6年）10月（3） （2）

　6月3日（月）から8日（土）までの５日間、日本リハビリテーション病院施
設協会が主催する海外視察研修に参加しました。視察先はカナダのバン
クーバーで、リハビリテーションクリニックとスポーツ施設、高齢者施設、
認知症の村、コミュニティセンター及びシニアアクティビティセンターを
見学しました。
　カナダは国民皆保険で診察や手術、入院などの費用が無料で受けるこ
とができますが、リハビリ治療等は自己負担となり専門医の受診には家庭
医の紹介が必要で、待ち時間が数ヶ月に及ぶこともあります。治療後はす
ぐに退院となり、怪我や疾病のリハビリに関しては、スポーツ施設やアク
ティビティセンターで実施されている集団訓練等に参加し健康を維持し
ていることが印象的でした。
　地域リハビリテーションにおいては、子供から高齢者・障害を持つ方す
べてが利用できるように既存施設を利用し、行政と企業が共同してコミュ
ニティの場を柔軟に提供し、多くのボランティアが自分の強みを活かしな
がらWell-being（身体的、精神的、社会的な健康）＝「幸福感」の充足を重
視されていました。どの施設においてもビジョンを明確にし、既存の制度
だけではなく、制度にとらわれない支援をしており、改めてニーズに応じ
た支援の在り方とWell-beingに対する考え方を学ぶことができました。 ▲Lifemark Sports Medicine Richmond Oval

▲シニアアクティビティセンター ▲高齢者施設 ▲認知症の村

酒井 達也
さか い たつ や

中央病院室長補佐（作業療法士）
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令和６年度「虐待防止研修」
利用者支援における虐待行為並びに不適切行為は、利用者の人権を
侵害する重大な法令違反であり、対人援助サービスを担う職員とし
ては、高い倫理観を持って支援にあたることが重要なことから、法人
全体で虐待防止・人権擁護の取組を強化することを目的に虐待防止
研修を実施しています。令和６年度は下表のとおり実施しています。

虐
待
防
止
研
修

施設長研修

支援課長等研修

「虐待・不適切行為のない組織風土の醸成」

「事業団における虐待防止の取組及び
  職場風土の醸成」

９月３日（火）
13：30～16：30

９月27日（金）
13：30～16：30

10月30日（水）
13：30～16：30

関西福祉大学社会福祉学部 教授　谷口 泰司 氏

社会福祉法人あかりの家 地域支援センターあいあむ
 センター長　濵口 直哉 氏

障害者等事業本部次長 塚本 浩幸
事務局参事（看護師確保・育成担当） 岸 　典子
高齢者事業本部次長兼事務局参事・企画調整課長
 米田 知弘

「虐待・不適切行為の未然防止及び
  発生時の対応における中間管理職の役割」

支援員等研修

研修テーマ 日　時 講　師

（
令
和
六
年
六
月
十
日（
月
） 

事
務
局
第
二
会
議
室
）

一
　議
事

　一
　令
和
五
年
度
事
業
報
告
及
び
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

　二
　令
和
五
年
度
計
算
関
係
書
類
及
び
財
産
目
録
に
つ
い
て

　三
　評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　四
　理
事
候
補
者
に
係
る
定
時
評
議
員
会
へ
の
議
案
提
出
に
つ
い
て

　五
　定
時
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

二
　報
告
事
項

　一
　社
会
福
祉
充
実
残
額
に
つ
い
て

　二
　ガ
バ
ナ
ン
ス
推
進
計
画
に
基
づ
く
取
組
状
況
に
つ
い
て

　三
　令
和
五
年
度
事
故
・
事
件
、苦
情
に
つ
い
て

　四
　令
和
五
年
度
県
・
市
指
導
監
査
指
摘
事
項
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　五
　令
和
五
年
度
寄
附
の
状
況
に
つ
い
て

　六
　理
事
長
専
決
事
項
に
つ
い
て

　七
　兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
60
周
年
事
業
に
つ
い
て

（
令
和
六
年
六
月
二
十
六
日（
水
） 

事
務
局
第
二
会
議
室
）

一
　議
事

　一
　理
事
の
選
任
に
つ
い
て

二
　報
告
事
項

　一
　令
和
五
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　二
　令
和
五
年
度
計
算
書
類（
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
）及

び
財
産
目
録
に
つ
い
て

　三
　社
会
福
祉
充
実
残
額
に
つ
い
て

　四
　ガ
バ
ナ
ン
ス
推
進
計
画
に
基
づ
く
取
組
状
況
に
つ
い
て

　五
　理
事
会
決
議
の
省
略
に
つ
い
て

　六
　社
会
福
祉
法
人
兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
職
員
給
与
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

　七
　令
和
五
年
度
事
故
・
事
件
、苦
情
に
つ
い
て

　八
　令
和
五
年
度
県
・
市
指
導
監
査
指
摘
事
項
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　九
　令
和
五
年
度
寄
附
の
状
況
に
つ
い
て

　十
　兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
60
周
年
事
業
に
つ
い
て

理
事
会
・
評
議
員
会
概
要

第
二
〇
八
回
理
事
会

一
　令
和
六
年
六
月
一
日
施
行

（
一
）職
員
給
与
規
則

　ア
　医
療
福
祉
人
材
に
対
す
る
国
の
賃
上
げ
対
策
を
活
用
し
た

給
料
表
及
び
初
任
給
基
準
額
の
増
額
改
正

　イ
　処
遇
改
善
加
算
の
名
称
変
更
に
伴
う
諸
手
当
の
名
称
や

字
句
の
改
正

（
二
）資
格
手
当
、
職
務
手
当
及
び
業
務
手
当
支
給
規
則

　
　夜
勤
従
事
者
処
遇
改
善
加
算
金
の
名
称
の
改
正

（
三
）一
般
職
職
員
給
与
規
則

　ア
　総
合
職
職
員
に
準
じ
て
給
料
表
等
の
改
正

　イ
　諸
手
当
の
名
称
や
字
句
の
改
正

（
四
）特
別
研
究
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則

給
料
表
の
増
額
改
正

　今
年
度
、全
国
社
会
福
祉
事
業
団
協
議
会
の
第
四
十
七
回
実
践

報
告
・
実
務
研
究
論
文
に
当
法
人
か
ら
二
編
応
募
し
、一
編
が
入

選
し
ま
し
た
。内
容
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

規
則
等
改
正
の
概
要
に
つ
い
て

令
和
六
年
度
定
時
評
議
員
会

万
寿
の
家
　
主
任（
支
援
員
）　
尾
﨑 

悠
亮

三
木
精
愛
園

支
援
課
長
補
佐（
支
援
員
）

山
本 

一
之
さ
ん
で
す
。

お
ざ
き

ゆ
う
す
け

「
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
化
の
す
す
め
」

　
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
と
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
てIoT

家
電
や
デ
バ
イ

ス
を
活
用
し
便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
家
に
す
る
こ
と
。以
前
か
ら

自
宅
で
快
適
に
過
ご
し
た
い
、日
常
的
な
家
事
を
減
ら
し
て
時
間
を
有
効
に

使
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、引
っ
越
し
を
機
に
自
宅
を
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
化
し

ま
し
た
。子
供
を
抱
え
な
が
ら
玄
関
の
鍵
を
開
閉
す
る
と
い
う
手
間
を
省
く

た
め
に
リ
モ
コ
ン
で
開
閉
し
た
り
、ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
活
用
し
声
で
テ

レ
ビ
や
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
、照
明
等
を
付
け
た
り
天
気
や
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
、

外
出
先
か
ら
ス
マ
ホ
で
自
宅
の
エ
ア
コ
ン
を
点
け
部
屋
を
涼
し
く
し
て
お
く
、

等
の
環
境
を
作
り
ま
し
た
。し
か
し
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
化
の
難
点
は
、設
定
に

手
間
取
っ
た
り
思
惑
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。機
器
と

W
iFi

が
同
期
さ
れ
な
い
、ア
プ
リ
の
操
作
や
使
い
方
が
難
し
い
時
が
あ
る
と

い
っ
た
、設
定
面
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
が
現
状
で
す
。と
は

い
え
、自
宅
を
ス
マ
ー
ト
ホ
ー

ム
化
す
る
と
格
段
に
快
適
に

過
ご
す
時
間
が
増
え
、Ｑ
Ｏ

Ｌ
も
向
上
し
ま
し
た
。難
し
い

か
ら
と
敬
遠
す
る
の
で
は
な

く
、ま
ず
は
一
つ
で
も
ス
マ
ー

ト
ホ
ー
ム
化
を
お
勧
め
し
ま

す
。周
り
の
職
員
で
１
人
は
そ

う
い
う
の
に
詳
し
い
方
が
い

る
と
思
う
の
で
、興
味
が
あ

る
方
は
聞
い
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

や
ま
も
と
か
ず
ゆ
き

令
和
六
年
度 

実
践
報
告・実
務
研
究
論
文 

審
査
結
果

審
査
結
果
施
設
名

応
募
者
氏
名

論
文
名

佳　作参加賞

出石精和園あわじ荘

岡本あや子
松岡　和哉
山本　千真
細田　茉希
和田　翔大
川見美紗子
森　かおり

池田　竜也
股野　大樹

海外研修報告

「日課」を「働く」に変える
アラキーコインの力
～コインの次の展開も

見据えた取り組み～

「介護の魅力再発見！！」
～介護の未来への第一歩～

第181号 第181号2024年（令和6年）10月 2024年（令和6年）10月（3） （2）

　6月3日（月）から8日（土）までの５日間、日本リハビリテーション病院施
設協会が主催する海外視察研修に参加しました。視察先はカナダのバン
クーバーで、リハビリテーションクリニックとスポーツ施設、高齢者施設、
認知症の村、コミュニティセンター及びシニアアクティビティセンターを
見学しました。
　カナダは国民皆保険で診察や手術、入院などの費用が無料で受けるこ
とができますが、リハビリ治療等は自己負担となり専門医の受診には家庭
医の紹介が必要で、待ち時間が数ヶ月に及ぶこともあります。治療後はす
ぐに退院となり、怪我や疾病のリハビリに関しては、スポーツ施設やアク
ティビティセンターで実施されている集団訓練等に参加し健康を維持し
ていることが印象的でした。
　地域リハビリテーションにおいては、子供から高齢者・障害を持つ方す
べてが利用できるように既存施設を利用し、行政と企業が共同してコミュ
ニティの場を柔軟に提供し、多くのボランティアが自分の強みを活かしな
がらWell-being（身体的、精神的、社会的な健康）＝「幸福感」の充足を重
視されていました。どの施設においてもビジョンを明確にし、既存の制度
だけではなく、制度にとらわれない支援をしており、改めてニーズに応じ
た支援の在り方とWell-beingに対する考え方を学ぶことができました。 ▲Lifemark Sports Medicine Richmond Oval

▲シニアアクティビティセンター ▲高齢者施設 ▲認知症の村

酒井 達也
さか い たつ や

中央病院室長補佐（作業療法士）



私のめざす姿
質問 あなたが10年後にめざす姿を教えてください

福祉のまちづくり研究所
開発指導員

宮辻 知見
　業務を円滑に進めていくためには、
個人ではなくチームとして力を付けて

いく必要があると考えています。その為、目の前の事だけでな
く、幅広い視点から物事をとらえ判断できる人をめざします！

みや つじ とも み

中央病院
主事

武道 拓哉
　私には２人の子がいますが、
１０年後は、２人とも小学生に

なっている頃です。健康で優しさのある子に育て
ていきたいと思っています。

ぶ どう たく や

のぞみの家
支援員

緒方 美咲
　さまざまな状況でも臨機応
変に動き、利用者様の思いに

寄り添った支援を行う支援員になりたいと考え
ています。

お がた み さき

おおぞらのいえ
支援員

笠井 美宙
　チームの仲間をまとめ、導く
ことのできるリーダーの様な

存在になりたいです。その為にはさまざまな資
格を取得してステップアップしていきたいです。

かさ い み ゆ

西播磨病院
理学療法士

西川 詠一朗
　妻を迎えましたので、これか
らも末永く幸せであるために、

強く安定し安心できる大黒柱となることをめざ
します。

にし かわ えい いち ろう

障害者スポーツ交流館
体育指導員

藤東 宏彰
　ベンチプレス130kgを挙げ
るムキムキマッチョなお父さん。

子どもからすごいと言われている。

ふじ とう ひろ あき

地域ケア・リハビリテーション支援センター
理学療法士

濱﨑 和樹
　理学療法士以外の多くの職
種の方と知り合いになってい

ること。死ぬまでできる趣味を見つけていること。

はま さき かず き

出石精和園
支援員

藤澤 美月
　どんなご利用者の方とでも
上手く関わることができ、周り

から頼られる支援員になっていたいです。

ふじ さわ み づき

三木精愛園
支援員

大川 泰生
　私生活では一児の父として
責任感のある良い親でありた

い。仕事では頼られる存在で、何事にも臨機応
変に対応のできる上司でありたいです。

おお かわ たい せい

小野起生園
主事

長谷川 舜
　さまざまな施設、異なる職
種での実務経験を活かし、現

場の課題に対して柔軟に対応できる人間であり
たいです。

は せ がわ しゅん

清水が丘学園
支援員

真田 桃佳
　私が10年後にめざす姿は、
仕事もプライベートも今より

余裕がある人になることです。そのために日々
精進しています！

さな だ もも か

小野福祉工場
技術指導員

山口 哲史
　年齢も40代に突入し、気づ
けば立派なビール腹でやば

い！毎年筋トレを決意しますが、すぐ挫折。10年
後はスリムなイケオジになりたい（願望）。

やま ぐち さと し

丹南精明園
支援員

臼杵 諒亘
　１０年後は、仕事もプライ
ベートも充実させて、楽しく生

活を送れればいいなと思います。

うす き あき のぶ

あわじ荘
支援員

村木 己麿
　大切な人を作って、その人
と一緒に仲良く過ごす。10年

後も同期と一緒に飲みに行けるような関係であ
りたい。

むら き かず ま

ことぶき苑
主事

生田 耕介
　10年後はちょうど子どもが
20歳になる年です。初めてのお

酒を一緒に飲めたらいいなぁと思っています。��

いく た こう すけ

たじま荘
支援員

水嶋 真央奈
　私が10年後にめざす姿は、
さまざまな経験を積み、利用

者様、職場の方々から信頼される職員になるこ
とです。

みず しま ま お な

事務局
主事

笠原 杏介
　仕事もプライベートも今以
上に質を高められるよう努力

し、生まれてくる子どもに尊敬される父親になる。

かさ はら きょうすけ

浜坂温泉保養荘
主事

難波 美雪
　保養荘初の女性大型運転免
許取得をめざす！障害者団体

様の送迎など運転業務も担当できるようになる。

なん ば み ゆき

立雲の郷
理学療法士

田川 明里
　利用者が在宅で心地よい生
活を送れるよう、さまざまな角

度から支援やリハビリを提供している先輩のよ
うなセラピストをめざします。

た がわ あか り

ふれあいスポーツ交流館
体育指導員

福永 奈津子
　10年後は子どもが17歳と
15歳。仕事と家庭のバランス

を程よく保ち、余暇を充実させる元気はつらつ
母さんでありたいです。

ふく なが な つ こ

研修交流センター
事務員

四辻 祐子
　10年後もアクティブにいろ
んなことに挑戦して、「楽しい

こと」「わくわくすること」を増やしていきたいで
す。

よ つじ ゆう こ

西播磨病院
看護師

前田 和行
　昔から大の阪神ファンで、年
に数回甲子園に応援へ行って

います。健康に留意しながら、仕事も趣味も両立
できる私でありたいと思う。

まえ だ かず ゆき

赤穂精華園
支援員

森本 嵩大
　性別や年代を問わず私に関
わる全ての人がこの人に出会

えて良かったと笑顔になれるような人になり、世
の中に少しでも笑顔を増やしたい。

もり もと たか ひろ

五色精光園
支援員

山下 陸人
　今は自分の想いを言葉にす
る事が苦手です。まだ先のよ

うですぐそこにある10年後、自分の想いを正し
く伝えられるようになりたいと思います。

やま した りく と

ひまわりの森 笑顔の森むらおか
支援員

吉澤 美香
　１０年後は、利用者様と信頼
関係を築き、楽しみを提供で

きる支援員になっていたいです。その為に、日々
スキルを高める努力をし続けたいです。

よし ざわ み か

朝陽ケ丘荘
支援員

丸尾 亮太
　身につけたスキルを教えられるよ
うになり、目標でもある体育指導員

として携われるよう、学ぶ姿勢も継続していきたいです。
また、趣味を楽しみ華やかな家庭も築きたいです。

まる お りょう た

万寿の家
支援員

真野 衣織
　私が目標としている先輩方のよ
うに、寛大な心を持ち職員や利用

者様双方に安心感を与えられる存在になりたいです。
そのために努力を怠らず、日々成長していきたいです。

ま の い おり

こども発達支援センター
心理治療士

阿部 夢
　自宅の庭で育てているハー
ブを充実させて、自家製スパ

イスの瓶を増やしたい！そのためにはまずキッ
チンの掃除をします！

あ べ ゆめ

五色・サルビアホール
支援員

㔟 功太郎
　支援員として働くのもいいが、
今とは違った立場で業務に関

わっていたいとも思う。健康管理も忘れず、スト
レスを溜め込まずに働いていたい。

せい こう た ろう

くにうみの里
支援員

顕谷 開土
　仕事だけでなく、他の人から
｢この人に相談すれば大丈夫だ｣

と思われるような人になりたいです。

あら や かい と

丹寿荘
支援員

梶原 瑠翔
　仕事では、小さなことでも
相談でき頼ってもらえる人に

なり、プライベートもしっかり充実させ、仕事と
プライベートを両立できる人材をめざします。

かじ わら る か

自立生活訓練センター
支援員

坂本 珠悠
　私は10年後、知識と経験を
身に着けて利用者様に親身に

より添える支援者になりたいです。

さか もと み はる

あけぼのの家
支援員

柳瀬 圭花
　経験を重ねても謙虚な姿勢
を忘れず、一生懸命利用者様

と向き合い、信頼される支援員をめざしたい。

やな せ けい か

職業能力開発施設
職能評価員

越智 由美子
　子どもの成長を見守りながら、
また、健康に気を付けながら、

仕事と家庭を両立させる。

お ち ゆ み こ

兵庫県福祉事業団は今年60周年の節目を迎えました。これから70周年、80周年…とさらに発展して
いくために、これからの事業団を担っていく34名の職員に10年後のめざす姿を公私問わず自由に描
いていただきました。ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
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夏
休
み
、買
い
物
や
プ
ー
ル
遊
び
、花

火
、Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
た
く
さ
ん
遊
び
ま
し
た
。

今
年
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー・オ
ン・ア
イ
ス
に
招
待

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。い
つ
も
テ
レ
ビ
で

見
て
い
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
目
の
前
に
現

れ
、驚
き
な
が
ら
も
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し

て
い
る
の
を
見
て
手
拍
子
を
し
た
り
体
を

揺
ら
し
た
り
と
大
興
奮
で
し
た
。帰
っ
て
き

て
も「
ミ
ッ
キ
ー
が
い
た
！
」と
嬉
し
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。沢
山
の
夏
の
思
い
出
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り

お
お
ぞ
ら
の
い
え

　
７
月
29
日（
月
）の
晴
天
の
中
、清
水
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
神
崎
郡
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー

か
さ
が
た

笠
形
に
出
か
け
ま
し
た
。現
地
で
は
、川
遊
び

や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。川
遊
び
で
は
、滑
り
台
を
皆
で
手
を
つ
な
い

で
滑
っ
て
い
る
姿

が
微
笑
ま
し
か
っ

た
で
す
。自
然
を

感
じ
ら
れ
る
夏

の
遊
び
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
沢
山
見

ら
れ
て
、夏
休
み

の
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。

清
水
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

清
水
が
丘
学
園

み
ず

し

お
か
が
く
え
ん

　
８
月
２
日（
金
）に
、清
水
が
丘
学
園
児
童
心

理
臨
床
セ
ミ
ナ
ー
第
24
回
公
開
講
座
を
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
行
い
ま
し
た
。今
年
度
は
３
名
の
先

生
方
を
お
招
き
し
、子
ど
も
の
権
利
擁
護
に
対

す
る
理
解
を
深
め
た
り
、性
の
多
様
性
や
発
達

障
害
な
ど
個
別
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
子
ど
も

へ
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
機
会
を
設

け
ま
し
た
。学
校
の
先
生
方
や
子
ど
も
に
携
わ

る
職
員
の
方
な
ど
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、盛
況
の
う
ち
に
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

第
24
回
公
開
講
座
開
催清

水
が
丘
学
園

み
ず

し

お
か
が
く
え
ん

デ
カ
ン
シ
ョ
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た

　
８
月
16
日（
金
）に
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
り
に
参
加

し
ま
し
た
。祭
り
当
日
は
曇
り
空
で
し
た
が
気

温
が
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
天
気
で
し
た
。到

着
時
間
が
早
か
っ
た
事
も
あ
り
人
混
み
も
ま
ば

ら
で
し
た
が
、既
に
食
べ
物
や
、射
的
、お
化
け

屋
敷
な
ど
の
定
番
の
屋
台
が
営
業
し
て
い
ま
し

た
。利
用
者

様
は
祭
り
の

雰
囲
気
を
感

じ
な
が
ら
会

場
を
散
策
し
、

思
い
思
い
の

屋
台
で
買
い

物
を
さ
れ
、

夏
の
風
物
詩

を
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

丹
南
精
明
園

た
ん
な
ん
せ
い
め
い
え
ん

　
夕
方
の
余
暇
支
援

活
動
の
一
環
で
園
の
外

周
を
歩
い
て
い
ま
す
が
、

雨
の
日
や
厳
し
い
暑
さ

の
と
き
は
、部
屋
で
紙

芝
居
を
し
て
い
ま
す
。

職
員
が
紙
芝
居
屋
さ

ん
に
な
り
、利
用
者
様

は
毎
日
違
う
物
語
を

真
剣
に
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。読
む
の
が
上
手
な

の
で
日
に
日
に
紙
芝
居
の
人
気
が
高
ま
っ
て
き
て

お
り
、笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
す
！！

赤
穂
精
華
園

あ
こ
う
せ
い
か
え
ん

施設だより みんなの笑顔が弾ける 施設だより 夏の思い出いろいろ

納
涼
祭
を
開
催
し
ま
し
た

く
に
う
み
の
里さ

と

　
８
月
21
日（
水
）く
に
う
み
の
里
納
涼
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。家
族
会
か
ら
も
お
手
伝
い
い
た
だ

き
、利
用
者
様
に
は
く
じ
引
き
や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
、法
被
を
着
て
の
写
真
撮
影
な
ど
夏
の
お

祭
り
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。舞
台
で
はChizuRu

＆
村
上
二
郎

様
に「
ふ
る
さ
と
淡
路
小
唄
」を
は
じ
め
多
く
の

曲
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、最
後
に
は
ア
ン
コ
ー

ル
も
飛
び
出
し
て
大

盛
況
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。会
場
の
雰
囲
気

か
ら
も
夏
祭
り
の
高

揚
感
が
高
ま
り
笑

顔
あ
ふ
れ
る
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

ち
づ
る

む
ら
か
み
じ
ろ
う

あ
わ
じ
荘
家
族
会
総
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら
く
書

面
で
の
開
催
で
し
た
が
、今
年
は
５
年

ぶ
り
に
対
面
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
当
日
は
取
り
組
ん
で
い
る
ノ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
よ

る
綿
菓
子
の

提
供
、利
用

者
様
と
の
面

会
な
ど
、盛

り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
、

来
荘
さ
れ
た

家
族
様
も
と

て
も
満
足
さ

れ
た
ご
様
子

で
し
た
。

あ
わ
じ
荘そ

う

夏
季
慰
霊
祭
を

執
り
行
い
ま
し
た

　
８
月
、あ
わ
じ
荘
に
て
夏
季
慰
霊
祭
を

執
り
行
い
ま
し
た
。厳
か
な
雰
囲
気
の
下
、

真
泉
寺
の
ご

住
職
に
お
越

し
い
た
だ
き

職
員
並
び
に

利
用
者
様
が

参
列
し
、今

ま
で
共
に
過

ご
さ
れ
て
い

た
利
用
者
様

を
偲
び
、思

い
を
馳
せ
て

お
ら
れ
ま
し

た
。

あ
わ
じ
荘そ

う

ふ
れ
あ
い
縁
日
を
開
催
し
ま
し
た

紙
芝
居
が
人
気
で
す
！

五
色
精
光
園

ご
し
き
せ
い
こ
う
え
ん

　
７
月
12
日（
金
）、五
色
精
光
園
の
成
人
寮

に
て
、毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る『
ふ
れ
あ
い

縁
日
』を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。精
光
園
の
各

事
業
所
か
ら
も
利
用
者
様
が
集
ま
り
、数
あ

る
行
事
の
中
で
も
、特
に
賑
わ
う
行
事
の
一
つ

で
す
。今
年
は
、例
年
の
内
容
と
は
趣
向
を
変

え
、こ
れ
ま
で
の
業
者
様
に
依
頼
す
る
形
か

ら
、職
員
や
利
用
者
様
で
屋
台
を
手
作
り
す

る
形
に
変
更
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
し

て
、保
護
者
様
と
会
わ
れ
、笑
顔
で
屋
台
を
回

る
利
用
者
様
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
!!

自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー

せ
い

り
つ

じ

か
つ
く
ん
れ
ん

　
自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
か
ら
第
63
回
神

戸
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
３
名
の
利
用
者
様
な
か
む
ら
ま
さ
や

中
村
将
哉
さ

ん・な
か
ざ
わ
は
る

中
澤
晴
さ
ん・な
か
も
と
り
ょ
う
た

中
元
亮
太
さ
ん
が
、10
月

26
日（
土
）〜
28
日（
月
）に
か
け
て
行
わ
れ
る

23
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し

ま
す
。中
澤
さ
ん
は
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、中

元
さ
ん
と
中
村
さ
ん
は
陸
上
競
技
に
出
場
さ

れ
る
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
障
害
者
重
点
分
野
就
労
促
進
事
業

「
介
護
業
務
研
修
」

職
業
能
力
開
発
施
設

し
ょ
く
ぎ
ょ
う
の
う
り
ょ
く
か
い
は
つ
し
せ
つ 左から中村将哉さん・中澤晴さん・中元亮太さん

　
７
月
30
日（
火
）か
ら
８
月
６
日（
火
）ま
で
３
日
間
の
入
門
編
が
終
了

し
、10
月
18
日（
金
）か
ら
10
月
29
日（
火
）ま
で
の
４
日
間
を
実
践
編
と

し
て「
介
護
業
務
研
修
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
講
習
は
、兵
庫
県
か

ら
の
委
託
を
受
け
て
障
害
者
の
介
護
分
野
へ
の
就
職
を
支
援
す
る
目
的

で
、経
験
豊
富
な
講
師
陣
か
ら
の
基
礎
的
な
講

義
、着
替
え
や
ベッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
、車
い
す
の
介

助
等
の
演
習
を
行
い
、介
護
分
野
で
働
く
た
め
に

必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。入
門
編
で
は
事
業
所
や
学
校
か
ら
13
名

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。受
講
者
か
ら
は「
介
護
技

術
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
べ
た
、介
護
で
就

職
し
た
い
」と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
７
月
22
日（
月
）〜
８
月
30
日（
金
）の
間
、

福
祉
用
具
展
示
ホ
ー
ル「
コ
ム・プ
ラ
ザ
」に
お

い
て
、夏
休
み
の
特
別
企
画
と
し
て「
夏
の
わ

く
わ
く
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」と
題
し
、小
学
生
を

中
心
と
し
た
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト（
福
祉
用
具

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、車
い
す
体
験
、自
助
具
作
り

＆
豆
つ
か
み
）を
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
、馴
染
み
の
な
い「
福
祉
」に
触
れ

る
良
い
機
会
と
な
り
、夏
休
み
の
自
由
研
究
へ

の
取
組
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

毎
年
恒
例「
美
観
コ
ン
テ
ス
ト
」
万
寿
の
家

ま
ん
じ
ゅ

い
え

　
万
寿
の
家
で
は
令
和
４
年
か
ら
毎
年
施
設
の
ユ
ニ
ッ

ト
の
一
部
の
場
所
を
対
象
に
５
Ｓ（
整
理
、整
頓
、清

掃
、清
潔
、し
つ
け
）を
意
識
し
た「
美
観
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。前
年
度
は
主
に
歯
ブ
ラ
シ
や
洗

剤
な
ど
の
消
耗
品
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
す
る

物
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
る「
介
護
材
料
倉
庫
」を
対

象
に
、万
寿
の
家
の
全
５
ユ
ニ
ッ
ト
を
評
価
し
ま
し
た
。

各
ユ
ニ
ッ
ト
の
並
べ
方
な
ど
を
評
価
す
る
こ
と
で
良
し

悪
し
が
分
か
り
、自
分
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。今
年
度
は

11
月
に
ユ
ニ
ッ
ト
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
あ
た
る「
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
」を
対
象
に
評
価
す
る
予
定
で
す
。職
員
、利

用
者
様
、

家
族
様
も

気
持
ち
よ

く
施
設
を

利
用
で
き

る
よ
う
に

取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

特
別
企
画「
夏
の
わ
く
わ
く

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」開
催
立
雲
の
郷

り
つ
う
ん

さ
と

　
立
雲
の
郷
と
ら
ふ
す
道
場
で
は
、健
康
増
進・介

護
予
防
の
為
に
、大
人・高
齢
者
向
け
の
運
動
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、夏
休
み
企
画
と
し
て
楽

し
い
運
動
遊
び
と
か
け
っ
こ
が
早
く
な
る
コ
ツ
を

学
ぶ
為
に
初
め
て「
こ
ど
も
運
動
教
室
」を
開
催
し

ま
し
た
。14
名
の
参
加
が
あ
り
、ほ
と
ん
ど
が
小
学

１
年
生
で
し
た
。保
護
者
の
方
は
、「
初
め
て
の
運

動
会
に
向
け
て
参

加
さ
せ
た
」と
の
事

で
、参
加
し
た
子
ど

も
達
は「
と
っ
て
も

楽
し
か
っ
た
。走
る

の
が
早
く
な
り
た

い
」と
キ
ラ
キ
ラ
し

た
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

特
別
企
画「
夏
の
わ
く
わ
く
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」開
催

研
修
交
流
セ
ン
タ
ー

こ
う

し
ゅ
う

け
ん

り
ゅ
う

　
窓
口
を
福
祉
用
具
展

示
ホ
ー
ル
に
設
置
し
、介

護
現
場
の
あ
ら
ゆ
る
課

題
解
消
の
た
め
、最
先
端

の
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
導

入
を
は
じ
め
と
し
た
総

合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。新
た
に
ス
マ
ー
ト

介
護
テ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
を
設

置
し
、最
先
端
の
介
護
記

録
ソ
フ
ト
、見
守
り
支
援

機
器
、イ
ン
カ
ム
、移
乗
支
援
機
器
な
ど
、体
験
型
で

展
示
し
て
い
ま
す
。介
護
現
場
で
の
困
り
ご
と
、お
悩

み
ご
と
、何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

（https://hyogo-kaigotech.jp/

）

ひ
ょ
う
ご
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

導
入・生
産
性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

し

ふ
く

け
ん
き
ゅ
う
し
ょ

　
８
月
２
日（
金
）、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
約
５
年
ぶ

り
に
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。屋
台
に

は
、開
店
前
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り
、地
域
の

皆
様
や
施
設
の
利
用
者
様
が
思
い
思
い
に
買
い

物
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、カ

ラ
オ
ケ
大
会
で
の
利
用
者
様
の
歌
声
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
と
夏
の
暑
さ
を
忘
れ

る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
演
目
が
続
き
、最
後
は
、

総
踊
り
で
参
加
者
全
員
が
一つ
と
な
り
、大
盛
況

の
う
ち
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
年
ぶ
り
セ
ン
タ
ー
盆
踊
り
大
会
開
催

総
合
リ
ハ
管
理
部
門

ご
う

そ
う

か
ん
り

ぶ
も
ん

七
夕
会

　
７
月
５
日（
金
）、毎
年
恒
例
の
七

夕
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
も

事
前
準
備
と
し
て
、利
用
者
様・職
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
短
冊
に
込
め

て
、七
夕
飾
り
と
と
も
に
笹
の
木
に

吊
る
し
ま
し
た
。会
場
で
は
、ユ
ニ
ー

ク
な
短
冊
を
選
ん
で
読
み
上
げ
た
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ミ
ニ
ボ
ー

リ
ン
グ・輪
投
げ・カ
ラ
オ
ケ
の
３
つ

の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し

た
。最
後
に
皆

様
お
待
ち
か

ね
の
ジ
ュ
ー

ス・お
や
つ
を

召
し
上
が
り

今
年
も
満
足

さ
れ
た
ご
様

子
で
し
た
。

三
木
精
愛
園

み

き
せ
い
あ
い
え
ん

浜
坂
の
夏
の

お
す
す
め
白
イ
カ

　
日
本
海
浜
坂
の
夏
の
風
物
詩
と
い

え
ば
白
イ
カ
！！
　甘
味
が
ギ
ュッ
と
詰

ま
っ
た
味
の
濃
い
白
イ
カ
は
お
刺
身

で
食
べ
る
の
が
一
番
！！
　当
荘
で
も
大

人
気
の
オ
プ
シ
ョ
ン
料
理
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。秋
頃
ま
で
の
仕
入
れ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
白
イ
カ

を
堪
能
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

浜
坂
温
泉
保
養
荘

さ
か

は
ま

お
ん
せ
ん
ほ
よ
う
そ
う
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夏
休
み
、買
い
物
や
プ
ー
ル
遊
び
、花

火
、Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
た
く
さ
ん
遊
び
ま
し
た
。

今
年
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー・オ
ン・ア
イ
ス
に
招
待

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。い
つ
も
テ
レ
ビ
で

見
て
い
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
目
の
前
に
現

れ
、驚
き
な
が
ら
も
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し

て
い
る
の
を
見
て
手
拍
子
を
し
た
り
体
を

揺
ら
し
た
り
と
大
興
奮
で
し
た
。帰
っ
て
き

て
も「
ミ
ッ
キ
ー
が
い
た
！
」と
嬉
し
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。沢
山
の
夏
の
思
い
出
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り

お
お
ぞ
ら
の
い
え

　
７
月
29
日（
月
）の
晴
天
の
中
、清
水
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
神
崎
郡
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー

か
さ
が
た

笠
形
に
出
か
け
ま
し
た
。現
地
で
は
、川
遊
び

や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。川
遊
び
で
は
、滑
り
台
を
皆
で
手
を
つ
な
い

で
滑
っ
て
い
る
姿

が
微
笑
ま
し
か
っ

た
で
す
。自
然
を

感
じ
ら
れ
る
夏

の
遊
び
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
沢
山
見

ら
れ
て
、夏
休
み

の
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。

清
水
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

清
水
が
丘
学
園

み
ず

し

お
か
が
く
え
ん

　
８
月
２
日（
金
）に
、清
水
が
丘
学
園
児
童
心

理
臨
床
セ
ミ
ナ
ー
第
24
回
公
開
講
座
を
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
行
い
ま
し
た
。今
年
度
は
３
名
の
先

生
方
を
お
招
き
し
、子
ど
も
の
権
利
擁
護
に
対

す
る
理
解
を
深
め
た
り
、性
の
多
様
性
や
発
達

障
害
な
ど
個
別
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
子
ど
も

へ
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
機
会
を
設

け
ま
し
た
。学
校
の
先
生
方
や
子
ど
も
に
携
わ

る
職
員
の
方
な
ど
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、盛
況
の
う
ち
に
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

第
24
回
公
開
講
座
開
催清

水
が
丘
学
園

み
ず

し

お
か
が
く
え
ん

デ
カ
ン
シ
ョ
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た

　
８
月
16
日（
金
）に
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
り
に
参
加

し
ま
し
た
。祭
り
当
日
は
曇
り
空
で
し
た
が
気

温
が
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
天
気
で
し
た
。到

着
時
間
が
早
か
っ
た
事
も
あ
り
人
混
み
も
ま
ば

ら
で
し
た
が
、既
に
食
べ
物
や
、射
的
、お
化
け

屋
敷
な
ど
の
定
番
の
屋
台
が
営
業
し
て
い
ま
し

た
。利
用
者

様
は
祭
り
の

雰
囲
気
を
感

じ
な
が
ら
会

場
を
散
策
し
、

思
い
思
い
の

屋
台
で
買
い

物
を
さ
れ
、

夏
の
風
物
詩

を
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

丹
南
精
明
園

た
ん
な
ん
せ
い
め
い
え
ん

　
夕
方
の
余
暇
支
援

活
動
の
一
環
で
園
の
外

周
を
歩
い
て
い
ま
す
が
、

雨
の
日
や
厳
し
い
暑
さ

の
と
き
は
、部
屋
で
紙

芝
居
を
し
て
い
ま
す
。

職
員
が
紙
芝
居
屋
さ

ん
に
な
り
、利
用
者
様

は
毎
日
違
う
物
語
を

真
剣
に
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。読
む
の
が
上
手
な

の
で
日
に
日
に
紙
芝
居
の
人
気
が
高
ま
っ
て
き
て

お
り
、笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
す
！！

赤
穂
精
華
園

あ
こ
う
せ
い
か
え
ん

施設だより みんなの笑顔が弾ける 施設だより 夏の思い出いろいろ

納
涼
祭
を
開
催
し
ま
し
た

く
に
う
み
の
里さ

と

　
８
月
21
日（
水
）く
に
う
み
の
里
納
涼
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。家
族
会
か
ら
も
お
手
伝
い
い
た
だ

き
、利
用
者
様
に
は
く
じ
引
き
や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
、法
被
を
着
て
の
写
真
撮
影
な
ど
夏
の
お

祭
り
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。舞
台
で
はChizuRu

＆
村
上
二
郎

様
に「
ふ
る
さ
と
淡
路
小
唄
」を
は
じ
め
多
く
の

曲
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、最
後
に
は
ア
ン
コ
ー

ル
も
飛
び
出
し
て
大

盛
況
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。会
場
の
雰
囲
気

か
ら
も
夏
祭
り
の
高

揚
感
が
高
ま
り
笑

顔
あ
ふ
れ
る
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

ち
づ
る

む
ら
か
み
じ
ろ
う

あ
わ
じ
荘
家
族
会
総
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら
く
書

面
で
の
開
催
で
し
た
が
、今
年
は
５
年

ぶ
り
に
対
面
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
当
日
は
取
り
組
ん
で
い
る
ノ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
よ

る
綿
菓
子
の

提
供
、利
用

者
様
と
の
面

会
な
ど
、盛

り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
、

来
荘
さ
れ
た

家
族
様
も
と

て
も
満
足
さ

れ
た
ご
様
子

で
し
た
。

あ
わ
じ
荘そ

う

夏
季
慰
霊
祭
を

執
り
行
い
ま
し
た

　
８
月
、あ
わ
じ
荘
に
て
夏
季
慰
霊
祭
を

執
り
行
い
ま
し
た
。厳
か
な
雰
囲
気
の
下
、

真
泉
寺
の
ご

住
職
に
お
越

し
い
た
だ
き

職
員
並
び
に

利
用
者
様
が

参
列
し
、今

ま
で
共
に
過

ご
さ
れ
て
い

た
利
用
者
様

を
偲
び
、思

い
を
馳
せ
て

お
ら
れ
ま
し

た
。

あ
わ
じ
荘そ

う

ふ
れ
あ
い
縁
日
を
開
催
し
ま
し
た

紙
芝
居
が
人
気
で
す
！

五
色
精
光
園

ご
し
き
せ
い
こ
う
え
ん

　
７
月
12
日（
金
）、五
色
精
光
園
の
成
人
寮

に
て
、毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る『
ふ
れ
あ
い

縁
日
』を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。精
光
園
の
各

事
業
所
か
ら
も
利
用
者
様
が
集
ま
り
、数
あ

る
行
事
の
中
で
も
、特
に
賑
わ
う
行
事
の
一
つ

で
す
。今
年
は
、例
年
の
内
容
と
は
趣
向
を
変

え
、こ
れ
ま
で
の
業
者
様
に
依
頼
す
る
形
か

ら
、職
員
や
利
用
者
様
で
屋
台
を
手
作
り
す

る
形
に
変
更
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
し

て
、保
護
者
様
と
会
わ
れ
、笑
顔
で
屋
台
を
回

る
利
用
者
様
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
!!

自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー

せ
い

り
つ

じ

か
つ
く
ん
れ
ん

　
自
立
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
か
ら
第
63
回
神

戸
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
３
名
の
利
用
者
様
な
か
む
ら
ま
さ
や

中
村
将
哉
さ

ん・な
か
ざ
わ
は
る

中
澤
晴
さ
ん・な
か
も
と
り
ょ
う
た

中
元
亮
太
さ
ん
が
、10
月

26
日（
土
）〜
28
日（
月
）に
か
け
て
行
わ
れ
る

23
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し

ま
す
。中
澤
さ
ん
は
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、中

元
さ
ん
と
中
村
さ
ん
は
陸
上
競
技
に
出
場
さ

れ
る
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
障
害
者
重
点
分
野
就
労
促
進
事
業

「
介
護
業
務
研
修
」

職
業
能
力
開
発
施
設

し
ょ
く
ぎ
ょ
う
の
う
り
ょ
く
か
い
は
つ
し
せ
つ 左から中村将哉さん・中澤晴さん・中元亮太さん

　
７
月
30
日（
火
）か
ら
８
月
６
日（
火
）ま
で
３
日
間
の
入
門
編
が
終
了

し
、10
月
18
日（
金
）か
ら
10
月
29
日（
火
）ま
で
の
４
日
間
を
実
践
編
と

し
て「
介
護
業
務
研
修
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
講
習
は
、兵
庫
県
か

ら
の
委
託
を
受
け
て
障
害
者
の
介
護
分
野
へ
の
就
職
を
支
援
す
る
目
的

で
、経
験
豊
富
な
講
師
陣
か
ら
の
基
礎
的
な
講

義
、着
替
え
や
ベッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
、車
い
す
の
介

助
等
の
演
習
を
行
い
、介
護
分
野
で
働
く
た
め
に

必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。入
門
編
で
は
事
業
所
や
学
校
か
ら
13
名

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。受
講
者
か
ら
は「
介
護
技

術
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
べ
た
、介
護
で
就

職
し
た
い
」と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
７
月
22
日（
月
）〜
８
月
30
日（
金
）の
間
、

福
祉
用
具
展
示
ホ
ー
ル「
コ
ム・プ
ラ
ザ
」に
お

い
て
、夏
休
み
の
特
別
企
画
と
し
て「
夏
の
わ

く
わ
く
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」と
題
し
、小
学
生
を

中
心
と
し
た
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト（
福
祉
用
具

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、車
い
す
体
験
、自
助
具
作
り

＆
豆
つ
か
み
）を
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
、馴
染
み
の
な
い「
福
祉
」に
触
れ

る
良
い
機
会
と
な
り
、夏
休
み
の
自
由
研
究
へ

の
取
組
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

毎
年
恒
例「
美
観
コ
ン
テ
ス
ト
」
万
寿
の
家

ま
ん
じ
ゅ

い
え

　
万
寿
の
家
で
は
令
和
４
年
か
ら
毎
年
施
設
の
ユ
ニ
ッ

ト
の
一
部
の
場
所
を
対
象
に
５
Ｓ（
整
理
、整
頓
、清

掃
、清
潔
、し
つ
け
）を
意
識
し
た「
美
観
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。前
年
度
は
主
に
歯
ブ
ラ
シ
や
洗

剤
な
ど
の
消
耗
品
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
す
る

物
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
る「
介
護
材
料
倉
庫
」を
対

象
に
、万
寿
の
家
の
全
５
ユ
ニ
ッ
ト
を
評
価
し
ま
し
た
。

各
ユ
ニ
ッ
ト
の
並
べ
方
な
ど
を
評
価
す
る
こ
と
で
良
し

悪
し
が
分
か
り
、自
分
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。今
年
度
は

11
月
に
ユ
ニ
ッ
ト
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
あ
た
る「
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
」を
対
象
に
評
価
す
る
予
定
で
す
。職
員
、利

用
者
様
、

家
族
様
も

気
持
ち
よ

く
施
設
を

利
用
で
き

る
よ
う
に

取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

特
別
企
画「
夏
の
わ
く
わ
く

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」開
催
立
雲
の
郷

り
つ
う
ん

さ
と

　
立
雲
の
郷
と
ら
ふ
す
道
場
で
は
、健
康
増
進・介

護
予
防
の
為
に
、大
人・高
齢
者
向
け
の
運
動
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、夏
休
み
企
画
と
し
て
楽

し
い
運
動
遊
び
と
か
け
っ
こ
が
早
く
な
る
コ
ツ
を

学
ぶ
為
に
初
め
て「
こ
ど
も
運
動
教
室
」を
開
催
し

ま
し
た
。14
名
の
参
加
が
あ
り
、ほ
と
ん
ど
が
小
学

１
年
生
で
し
た
。保
護
者
の
方
は
、「
初
め
て
の
運

動
会
に
向
け
て
参

加
さ
せ
た
」と
の
事

で
、参
加
し
た
子
ど

も
達
は「
と
っ
て
も

楽
し
か
っ
た
。走
る

の
が
早
く
な
り
た

い
」と
キ
ラ
キ
ラ
し

た
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

特
別
企
画「
夏
の
わ
く
わ
く
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」開
催

研
修
交
流
セ
ン
タ
ー

こ
う

し
ゅ
う

け
ん

り
ゅ
う

　
窓
口
を
福
祉
用
具
展

示
ホ
ー
ル
に
設
置
し
、介

護
現
場
の
あ
ら
ゆ
る
課

題
解
消
の
た
め
、最
先
端

の
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
導

入
を
は
じ
め
と
し
た
総

合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。新
た
に
ス
マ
ー
ト

介
護
テ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
を
設

置
し
、最
先
端
の
介
護
記

録
ソ
フ
ト
、見
守
り
支
援

機
器
、イ
ン
カ
ム
、移
乗
支
援
機
器
な
ど
、体
験
型
で

展
示
し
て
い
ま
す
。介
護
現
場
で
の
困
り
ご
と
、お
悩

み
ご
と
、何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

（https://hyogo-kaigotech.jp/

）

ひ
ょ
う
ご
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

導
入・生
産
性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

し

ふ
く

け
ん
き
ゅ
う
し
ょ

　
８
月
２
日（
金
）、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
約
５
年
ぶ

り
に
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。屋
台
に

は
、開
店
前
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り
、地
域
の

皆
様
や
施
設
の
利
用
者
様
が
思
い
思
い
に
買
い

物
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、カ

ラ
オ
ケ
大
会
で
の
利
用
者
様
の
歌
声
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
と
夏
の
暑
さ
を
忘
れ

る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
演
目
が
続
き
、最
後
は
、

総
踊
り
で
参
加
者
全
員
が
一つ
と
な
り
、大
盛
況

の
う
ち
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
年
ぶ
り
セ
ン
タ
ー
盆
踊
り
大
会
開
催

総
合
リ
ハ
管
理
部
門

ご
う

そ
う

か
ん
り

ぶ
も
ん

七
夕
会

　
７
月
５
日（
金
）、毎
年
恒
例
の
七

夕
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
も

事
前
準
備
と
し
て
、利
用
者
様・職
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
短
冊
に
込
め

て
、七
夕
飾
り
と
と
も
に
笹
の
木
に

吊
る
し
ま
し
た
。会
場
で
は
、ユ
ニ
ー

ク
な
短
冊
を
選
ん
で
読
み
上
げ
た
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ミ
ニ
ボ
ー

リ
ン
グ・輪
投
げ・カ
ラ
オ
ケ
の
３
つ

の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し

た
。最
後
に
皆

様
お
待
ち
か

ね
の
ジ
ュ
ー

ス・お
や
つ
を

召
し
上
が
り

今
年
も
満
足

さ
れ
た
ご
様

子
で
し
た
。

三
木
精
愛
園

み

き
せ
い
あ
い
え
ん

浜
坂
の
夏
の

お
す
す
め
白
イ
カ

　
日
本
海
浜
坂
の
夏
の
風
物
詩
と
い

え
ば
白
イ
カ
！！
　甘
味
が
ギ
ュッ
と
詰

ま
っ
た
味
の
濃
い
白
イ
カ
は
お
刺
身

で
食
べ
る
の
が
一
番
！！
　当
荘
で
も
大

人
気
の
オ
プ
シ
ョ
ン
料
理
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。秋
頃
ま
で
の
仕
入
れ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
白
イ
カ

を
堪
能
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

浜
坂
温
泉
保
養
荘

さ
か

は
ま

お
ん
せ
ん
ほ
よ
う
そ
う
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表
紙・タ
イ
ト
ル
写
真

あ
と
が
き

洲
本
実
業
高
校
美
術
部
に
よ
る

く
に
う
み
の
里
納
涼
祭
で
設
置
す
る

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の
制
作
風
景

慶
事

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〜
末
永
く
お
幸
せ
に
〜

　
●
２
月
14
日
　
五
色
精
光
園

　
　
　
支
援
員
　
樽
井
　
友
宏
さ
ん

　
　
　
支
援
員
　
笹
山
　
真
歩
さ
ん

　
暑
い
と
、あ
ー
つ
い
言
っ
ち
ゃ
う
！

　
夏
の
暑
さ
に
も
う
あ
き
あ
き
し
て
い
た
の

で
、秋
が
き
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。引
き
続
き

水
分
補
給
は
欠
か
さ
ず
に
、皆
さ
ま
も
楽
し

く
て
美
味
し
い
秋
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
次
号
は
事
業
団
設
立
60
周
年
を
記
念
し

て
特
別
号
を
発
行
し
ま
す
。お
楽
し
み
に
！ふ

く

￥650
営業時間 ８：００～１６：３０
（ラストオーダー１６：００）
モーニングは８：００～１１：００の
ご提供となります

キーマカレー

（税込）
ご予約はホームページまたはお電話からお願いします。
皆さまのお越しをスタッフ一同お待ちしております！

かにコース １泊２日

¥15,950～
［消費税・入浴税込］

赤穂精華園やまびこ寮内の洋菓子
工房で製造し、ラッピングカーと常
設箇所を中心に販売を行っており
ます。コッペパンの新作商品を発売
中です。

インスタグラム
＠honoka_ako

1本
450円（税込）

ひき肉と15種類の具材がたっぷり
入った楽しい食感のカレーです。

浜坂の冬の風物詩
「松葉ガニ」
まもなく解禁！！

〒669-6702 兵庫県美方郡新温泉町浜坂775
TEL（0796）82-3645　FAX(0796)82-3647

〒673-0534 兵庫県三木市緑が丘町本町２丁目３
ＴＥＬ ０７９４-８４-１０１４（カーナビ設定：０７９４－８５－８７９１）

実施時期 ： 令和６年11月26日（火）
会　　場 ： 西明石キャッスルプラザ
　　　　　（明石市松の内2-2）
　第一部　オープニングセレモニー、
　　　　　各種表彰の贈呈 等
　第二部　●実践報告
　　　　　　事業団障害者施設・高齢者施設に
　　　　　　おける取組について実践報告
　　　　　●基調講演
　　　　　　元パラアスリートによる講演

1  記念式典

2014 2016 2018 2020 2022 2024

●60周年冠つけ事業
施設行事において、「兵庫県社会
福祉事業団設立60周年事業」に
類する冠を掲げて実施。
●60周年PR事業
施設のHPや広報誌において、
「60周年を迎えます。」等の文言
を使用し、PRする。

2  記念事業
これまでの事業団の歩みやこれ
からの未来を描き、新たな歴史
のスタートがイメージできる動
画を制作。今後の採用や広報活
動の一環として活用し、外部へ
のPRや職員のモチベーション
アップに繋げる。

3  記念動画

設立50周年 くにうみの里
開設

やまびこ寮
建替工事完成

くにうみの家
供用開始

新万寿の家
供用開始

出石精和園新成人寮
供用開始

ひまわりの家
供用開始

設立60周年

60th
anniversary
当事業団はおかげさまで、設立60周年を迎えました。

60周年の節目であるこの年に、これまでご支援いただいた皆様への感謝とともに、
今後の事業団が大きく前進する年とするため、以下の事業を展開します。
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兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団

常
務
理
事
兼

障
害
者
等
事
業
本
部
長

西
村 

嘉
浩

に
し

む
ら

よ
し

ひ
ろ

　
今
年
の
夏
、５
年
ぶ
り
に
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
盆
踊
り
大
会
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。施
設
利

用
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
和
太
鼓
演
奏
、地
域
の

皆
様
も
参
加
さ
れ
た
総
踊
り
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多
く
、

会
場
に
は
多
く
の
屋
台
も
立
ち
並
び
、大
変
に
ぎ
や
か

な
盆
踊
り
大
会
と
な
り
ま
し
た
。今
後
、多
く
の
施
設
に

お
か
れ
て
も
、順
次
、恒
例
の
園
祭
や
各
種
行
事
が
行
わ

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、引
き
続
き
、熱
中
症
や
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
対
策
な
ど
、利
用
者
等
の
安
全
確
保
を
図
り
な

が
ら
、地
域
の
皆
様
等
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、今
年
度
か
ら
、新
た
な「
中
期
経
営
方
針
」の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
方
針
に
は
、「
私
た

ち
の
決
意
」と
し
て
、「〝
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
〞、〝
変
わ
ら
ず
に
続
け
て
い
く
こ
と
〞
を
一
人
ひ

と
り
が
主
体
的
に
考
え
、行
動
す
る
」こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
す
。変
化
の
激
し
い
環
境
に
対
応
し
、持
続
可
能

な
法
人
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
は
必
須
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
決
意
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
に
お
い
て
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
考
え
を
出

し
合
い
、職
場
で
の
議
論
を
深
め
て
い
く
、そ
し
て
、行
動

す
る
こ
と
が
決
ま
れ
ば
チ
ー
ム
と
し
て
行
動
す
る
、こ
う

し
た
取
り
組
み
が
効
果
的
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、日
頃
か
ら
、

自
由
に
意
見
を
出
し
合
え
る
、風
通
し
の
良
い
職
場
環

境
が
求
め
ら
れ
ま
す
。是
非
と
も
、職
員
が
や
り
が
い
を

持
ち
、能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
成
長
で
き
る
、「
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
」に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
、兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
は
設
立
60
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。ご
利
用
者
や
ご
家
族
、地
域
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
法
人
を
め
ざ
し
て
、よ
り
一
層
、

専
門
性
の
高
い
医
療・リ
ハ・介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

発行 社会福祉法人 TEL（078）929-5655　FAX（078）929-5688
電子メール info@hwc.or.jp　ホームページ https://www.hwc.or. jp/神戸市西区曙町1070

兵庫県社会福祉事業団
ご けん しゃ かい ふく し じ ぎょうだんひょう

2024年（令和6年）

秋号 第181号

1・・・・・

2・・・・・

3・・・・・
4～5・・・
6～7・・・
8・・・・・

中期経営方針の推進～魅力ある職場づくり～
兵庫県社会福祉事業団
常務理事兼障害者等事業本部長 西村 嘉浩
理事会・評議員会概要／規則等改正の概要について
令和6年度 実践報告・実務研究論文 審査結果
令和６年度「虐待防止研修」
海外研修報告／ペンりれい
特集 私のめざす姿
施設だより
事業団設立60周年事業／あとがき

おかげさまで

60th

にしむら ひろよし

中
期
経
営
方
針
の
推
進

〜
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
〜


